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2008年は「源氏物語」1000年ということで，各地で様々な企画や催し物が見られた。
本年2012年は「古事記」1300年に当たる。「源氏物語」1000年ほどの華やかさは見られ
ないにしても，雑誌類では，それなりに特集が組まれている。
「古事記」と言えば，本居宣長「古事記伝」が有名である。周知のごとく，宣長は35年
もの歳月をかけて，「古事記」の読みを確定し，精細な注釈を施した。その後，多少の改
変は見られるものの，現在でも「古事記」の読みは基本的に宣長のそれに基づいている。
それほどに画期的な業績であった。宣長の仕事は，もちろんそれだけにとどまるものでな
く，「源氏物語玉の小」における「もののあはれ」論，「言葉の玉緒」における係り結び
の体系化，「御国詞活用抄」における動詞の活用の基礎研究などでも卓越した成果を挙げ
ている。
宣長の長男 本居春庭もすぐれた国学者であった。32歳にして失明したが，その後も
妹の助けを得て研究を続け，「詞八衢
ことばのやちまた
」「詞通路
ことばのかよひぢ
」を著している。前者では，すでに動詞
の活用型を7種類にまで分類整理している。また，後者は，自動詞を「みづから然する」
と「おのづから然る」とに分けている点が注目される。「おのづから然る」動詞は，三上
章の「所動詞」に先立つ貴重な発見である。
「詞八衢」の中でひときわ印象深いのは，「詞のはたらきはいかにもいひしらず，いとも
いともくすしくたへなるものにして」という文言である。言語が体系性を有することは認
めながらも，それでもなお，人智を超えた幽遠神秘な存在であることを表明している。そ
れは日本語を畏敬する態度にがっていく。宣長にも，日本語や日本の古典に関して同様
の認識があった。「古事記」の記述はそのまま事実である，という宣長の発言が何かと取
り沙汰され，問題視されている。すなわち，日本語に関して，あれほど明晰で緻密な分析
をした宣長が，このような発言をするのは不可解である，という意見である。しかし，宣
長の真意は，「古事記」の内容が事実であるとかどうだとか，詮索をする前に，「古事記」
を虚心坦懐に味読したらどうか，と提唱することにあったとも考えられる。
かつて「古事記」は国粋主義軍国主義の宣伝の具として利用され，いまだにその後遺
症を引きっている。また，「万葉集」も「大君の辺にこそ死なめ」のみがいたずらに喧
伝された。さらに，宣長の「朝日に匂ふ山桜花」の歌も，「花は桜木，人は武士」に引き
付けて，日本人の潔い心性を表わしたものであるという理解が流布している。山田孝雄
『桜史』は，その考えを「首肯し難いものがある」とし，「日本精神を桜に比するのは花の
麗しさをもつて比するのである」と述べている。「花の麗しさ」とは「もののあはれ」の
典型であり，象徴でもある。
「古事記」「万葉集」には，古代日本人の健康的でおおらかな「もののあはれ」が横し
ている。古典を読むことは人間であることの支えである。加藤周一氏は，自らの日本語の
質を維持するために，しばしば「論語」の訓読文に立ち戻ったという。「論語」もまた日
本人の心性を培う重要な古典であった。この機会に，われわれは「古事記」「万葉集」を
はじめとする古典の故郷に立ち戻り，日本人であることを考えなおしてみる必要がある。
古典は読まれてこそ古典である。
（山田 潔）
